
参　考
＜指導案様式例＞

（「特別支援学校新着任者用研修テキスト」（平成２０年３月山口県教育委員会）を基に作成） 　     　　　　　                                      
○○○○○学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習者　
                                                        場　所
                                                        指導者
１　単元（題材）名　
２　単元（題材）の目標
３　単元（題材）設定の理由
(1)児童生徒観
(2)教材（題材）観
(3)指導観
４　単元（題材）の計画
	次
	時数
	主眼及び学習活動
	教師の手立て・教材教具
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５　本時の学習（本時案）
 (1)題材名　
(2)本時の主眼及び個人目標
    ①全体の目標
    ②個人の目標
	児童生徒
	これまでの様子
	個人目標

	
	
	

	
	
	


(3)準備物及び配置図
(4)学習過程
	学習活動

	指導上の留意点（□課題、○支援、☆評価）

	
	児童（生徒）A
	児童（生徒）B
	児童（生徒）C

	
	
	
	


 (5)評価
教科書の複製が必要な場合について
※「教科書の複製について」
　教科書には著作権があり、それを無断で複製する事は禁じられています。
　教科書を複製・利用する際には、教学図書協会へその使用目的や使用範囲等を明記し申請する必要があります。
　中堅教諭等資質向上研修講座においての教科書の複製に関しては、当研修講座の前身である１０年経験者研修講座実施の際に、前記の協会に申請したところ、教科書は授業で使用することが原則であるが、人数も少人数のため授業の一貫として捉えるという回答を得ています。
　しかし厳密にいえば教科書の無断複製はしてはならないことですので、取扱いを厳正にするため、次の事を行ってください。
　　① 受講者は教科書のコピーをナンバリングする。
　　② 受講者は研修終了時にナンバリングした資料のすべてを回収し　　　　て、講師・指導助言者に提出する。
    ③ 講師・指導助言者はコピーを当センター職員に提出する。
　その後提出されたコピーは当センターで適正に処分します。
　主旨を御理解の上、御協力をよろしくお願いします。
